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平成21年度事業計画
１　重点方針

　・部会強化：広告評価指標の作成

　・広報強化：DSJの成功

　・営業強化：実証実験プロジェクト3本の企画実施
２　個別方針

　1)　勉強会・部会・調査研究会等

　　・部会と理事会の連動

　　　部会幹事＆理事連絡会の定期開催
　　・勉強会

　　　4月 8日（水）、5月13日（水）、6月17日（水）、7月15日（水）、

　　　8　月 5日（水）、9月 9日（水）、10月14日（水）、11月11日（水）、

　　　12月9日（水）、1月13日（水）、2月10日（水）、3月10日（水）
　　　に開催
　　・システム部会

　　　デジタルサイネージシステムガイドブック編集に引き続き、デジタル
　　　サイネージシステムのインタフェースに関する調査検討などを進める
　　・指標部会

　　　DSJ2009印刷物（仮）指標の視点「媒体社の数字を評価するための手法
　　　として」作成及び「代理店がメディアプランニングする際の具体的提案
　　　例」の作成の為の調査
　　・プロダクション部会

　　　コンテンツ事例の収集およびデジタルサイネージアワードの開催
　　・ロケーション部会

　　　サイネージエリアを1か所ないし2か所想定し、フィールド調査や渉外
　　　を行いながら座組みを作り、「公共性」をテーマとしたコンテンツを一斉
　　　配信するなどのデモを行い、ユーザーの反応等の結果を還元する
　　・調査研究会

　　　各部会と政府とのつなぎの役割

　　　海外動向の調査｡

　2)　広報

　　・ウェブ：ポータル化を目指す

　　・ニュース配信：内容を充実させる
　　・イベント：DSJ、ad:techへの出展 

（海外への出展も検討したいが予算上難しい）

　　・DSE＠ラスベガスツアー及びアジアツアーの企画実施

　3) 勧誘
　　・広告主：オープンモバイルコンソーシアム、日本アドバタイザーズ協会
　　　　　　　との連携

　　・デベロッパー、鉄道会社などの会員増強

　　・国際：OVAB、POPAI等海外団体との協定

　　・学：国内（デジタルハリウッド大学、専修大学、東京大学との連携）

海外 (MIT、スタンフォードとの連携）

　　・官：総務省・経産省・国土交通省・自治体との連携強化

以上
